
Title 家永三郎著 植木枝盛研究
Sub Title
Author 飯田, 鼎

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1960

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.53, No.10/11 (1960. 11) ,p.889(77)-  
JaLC DOI 10.14991/001.19601101-0077
Abstract
Notes 新刊紹介
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19601101-

0077

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


な
1 >

だ
^

>

か
：
？
北

膜

龙

が

' >
::
;「

資

本

の

集

積
>

集

中

と

分

裂
,

§

-

の

法

則

：
一 

の
、
，マ
日
本

^

ぉ
け
る
實
徹
、の
出
寥
特
徵
づ
げ
ネ
の
は
、
な
私
ょ
り

: %

日

本

賛

.： 

本
主
義
の
発
展

^

ち
っ
：
て

|

さ
—

、
: '
{

1

1

度
に̂

^

1

カ
の

：：尨

大

な

： 

存
在」

で•

あ
る
と
い
わ
れ
る
と
き
、
そ
の
論
篤
は
だ
し
か
に
説
得
カ
を
も
っ
て

.

、v >

る
o

:

;じ
.

か

し

、
：
バ
こ
こ
.
で

も

1

0 |
1

.

:の.

日
本
資
本
ま
義
に

_

お
.

け

：る

中

小

企

業

.

の
位'

. 

置
は
、
そ
の
り
ん
か
く
が
比
較
的
は
っ
き
り

'

し
て
：い
る
の
に
、
戦
後
日
本
独
占

_ 

寒
至
義
の
機
構
と
由
如
企
業
の
関
係
迄

-

い
て
：は
、
む
し
ろ
：不
鮮
明
な
き
ら

「

 

ぃ
が
：ぁ

力

、
：

.

現

^

^

主

義
< 0
:

追

及

が.

ゃ

は

り

弱

：ぃ

ょ

ぅ

に

思

ゎ

れ

名

。
：

':
::っ":

:

小
紳
教
授
は
、
へ
こ

©

第
一
：，一

,

「

序
論

1

:

に
お
ぃ̂

、

「

1§
#

日

ネ

の

^

^

パ 

と
中
小
資
本
を
分
析
す
る
た
め

.

の
.

：
：

「視
角
：！；

と

し

て

、

財

閥

解

体

r

農
地
改
革、
：

. 

植
民
地
喪
失
、

.

最
近
の
国
際
競
争
と
技
術
革
新

.

な

ど

、
.
一
連
の

㈣

罾

を

罾㈣

さ

：

.

. 

'

七
六
'

C

八
八
八)

'

れ
て
い
る
け
れ
ど
も
. '
w

>

う
し
た
点
の
的
確
な
研
発

c

す
な
わ
ち
現
代
資
本
主

. 

義
. #

會

土

：合

と

し

也

戦

後

日

本

I

主
義
の
：研
究
が
、
中
小
企
業
研
究
に
も
強 

く

要

求

さ

れ

る

の

で

、
は

.

.女
い
：だ
ゐ
う
か
。

.：

:,
>
:要
ず
る
に
私
が
指
摘
し
た
：い
：め
は
、
-

一
般
理
論
に
し
ろ
現
状
分
祈
に
し
ろ
、 

'屯
小
企
業
研
究
に
当
面
要
請
ざ
れ
る0.は
'、'
,:4
つ
：と
乇
の
視
野
を
拡
げ
る
こ
と
.' 

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
とで
あ
る
。
：中

村
.
.北
原
両
氏
の̂

作
、
.そ
し
'て
こ
の
，
 

第
ー
“
ー
卷
が̂

冬

め

^

^

に

む

か

ら

て
の
里
i

で
あ
る
と
と

.
を

十

分

承

知

し

だ
 

上
汶
厂
自
ら
へ
の
反
省
髮
ふ
く
め
て
ノ
重
ね
ヤ
^
視
野
の
拔
大」

を
強
調
す
る 

次
第
で
あ
る
。
：

(

1

.

九
>

8

:

.

九
*

,

ー
0

:

へ

.

-

V

-

. 

へ 

<

有
斐
間
'

<

1

5

>三
0

ー'—
.

頁
、
四
〇
0

^

;

>

■'
,■ 

■
7

:

.:

.

(

.
九
州
產
業
労
働
科
学
研
究
.所

具
.

戸
木
田
嘉
久)

新
刊
紹
介
，;'

家
永
三
馨
ン
：

:

: 

'

.

リ

『

植

木

枝

猶

研

究

』

.
‘
：;

'，
.

 

v

.
•:

ぐ'
.
. 

. 

.

.

. 

.

.

.
- 

•
'
.
.
. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

: 

/

'

日
本
近
代
思
想
史
の
研
究
は
、
最
近
と
み
に
^

ふ
.
 

に
な
つ
て
き
た
が
>>

符
.

ん
.
と
う
に
読
'
み
ご
た
え
：の
あ 

る
本
は
す
く
な
い
。
し
か
し
そ
の
な
か
に
あ
つ
て
、 

本
書
は
、
-.
;

著
者
の
思
想
史
家
と
し
.て
の
ゆ
'
た
：か
な
学 

殖
>
 

す
ぐ
れ
た
問
題
意
識
そ
し
て
.ざ
ら
に
完
璧
が
ヰ 

料
的
把
握
が
、
遗
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
力
作
で
あ
を 

と
い
う
こ
と
が
で
き
る.

0

こ
の
-み
じ
か
い
紹
介
で
、
 

尨
大
な
本
書
の
内
容
'に
0

い
て
、
何
如
ま
と
^.
-

，つ
た 

'こ
と
を
書
こ
う
か
い
う
こ
と
咏
無
謀
な
.
く
お
だ
：て
で
.
 

あ
る
0,

た
だ
、

こ
の
ず
ぐ
れ
た
業
績
の
意
義
に
づ
1'
; 

て
筆
者
'
の
見
解
を
：の
ベ
、
；日
本
近
代
史
に
関
心
ぢ
ょ
.
 

.
ず
ケ
人
々
に
-ー
諫
を
獎
み
S
も
'

の
で
'

あ
る
0

.

:

:

,

.

-

本
書
は
、
序
論
.

;

*

木
拔
盛
研
究
：'の
課
題
、
.

第
1 

:

縞

M-

想
家
と
し
て
世
に
此
る
あ
で
、
第

一.

一.編

.

自 

版
民
梅
ぶ
動
の
時
代
'-
:

'

第

三

：
編''
.
社

会

改

良

連

動

の
 

時
代
、
.-
'
.
.第
四
編
''
:
.
.自
由
党
.
再
跨
の
時
况
、.
結

論,

0 

木
枝
盛
.
の
思
想
の
：歷
先
的
貧
義
V

か
.

ら
成V

 

.て
ぃ
る
。 

い
う
ま
で
も
な
く
植
木
枝
盛
は
、
：日
本
忆
ぉ
':げ
る
'

.

.

.

.

.ノ.新

刊

紹

介

一
.

:

主
主
義
運
動
の
先
駆
的
形
態
：と
し
て
の
自
由
民
権
違 

動
に
、

' 

理
論
的
だ
基
礎
，つ
げ
を
'

与
，克
る
こ
と
に
.

ょ
つ
，. 

て
貢
献
し
た
革
命
的
な
思
想
家
の
：ひ
：と
り
'

で
あ
り
、

'
,

彼

の

各

が

、->
明

治 

一o

年
代
か
：&

ー0

年
代
に
が
け 

て
の
目
ざ
ま
し
い
活
躍
と
：輝
か
：し
い
名
声
.
に
も
.

か
.

か
：
 

わ
ら
ず
ャ
今
日
ほ
-

と
ん
ど
忘
れ
知
れ
^

い
る
令
は
、，
 

箸
者
が
鋭
ぐ
指
摘
さ
れ
で
い
夺
ょ
ぅ
に
ァ
ー
靡
史
：
©,
'; 

進

行

に

ょ

：
る@;然
淘
汰
の
結
果
と
し
；て
で
は
な
く
、
'' 

特
殊
の
：政
治
的

H

作
に
基
ぃ
て
故
意
に
世
間
か
ら
遮
，
 

断
さ
れ
て
.
き
た
私
め
で
あ
ヶ
:,
-

:

.

.、

.

«

盛
'

の
業
績
：が
： 

埋
没
し
べ
き
た
；の
は
、
む
し
ろ
そ
の
内
容
が
あ
ま
：り 

に
.
も
生
命
に
。み
ち
て
い
^

た
め
ち
招
レ
た
反
作
用
の
，
 

結
果
に
.
ほ
：か
"
な
ら
な
：^ :

つ
た
1—

の
で
あ
る
0

こ
ぅ
し 

た
事
実
こ
1

、
今
日
わ
れ
わ
れ
を
し
て
' 

一
雇
こ
の
.

研

. 

究
に
注
目
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

本
書
2

大

特

徵

ば

、

植

木

枝

盛

の

：'公

私

に

わ

た

-
 

る 
す
ベ
て
の
活
動
を
、
現
存
の
あ
ら
ゆ
る
史
料
を
駆
ノ 

使
し
亡
彼
の
人
間
像
を
浮
き
跟
り
にV

る
と
.
同
，.時 

に
.
、：

そ

の

革

命

的

民

、壬

主

義

思

想

令
現
代
的
が
視
角
.

.

か
ら
再
檢
討
じ
セ
い
る
0

い
ろ
い
右
な
興
味
深
い
エ
;' 

ピ
ソ
ー
ド
が
数
.知
れ
ず
織
り
こ
ま
れ
で
い
る
た
め 

に
、.
非
常
に
大
部
で
あ
る
に
も
が
か
：わ
ら
ず
、
.著
者 

の
含
蓄
の
深
V'

魅
力
あ
る
文
章
と
相
ま
つ
.

て
、
8

.

ま
で
読
者
を
ひ
^

つ.
け
ず
に
は
お
か
^

‘
い
で
あ

ろ
、
.
 

■う
。
本
嘗
を
識
む
ご
と* ^

ょ
：？
飞
如
加
如
れ
似
、
'日

本
近
代
思
想
史
•に
た
ぃ
ず
谷
新
し
い
認
識
を
ぅ
る
匕 

'̂
•

か
'

で
き
る
こ
-

と

を

確

信

す

一

る

0
.
'

が
お

、，

同
じ
著
者 

に
.

ょ

る
.
.
.
'

「

革
命
恩
想
の
先
駆
者
I

植
木
枝
盛
の
人 

名
思
想
I

」
C

岩
波
新
書)
、「

数
奇
な
る
思
想
凌
の 

■

生
涯——

田

岡

嶺

參

の

，
人

と

思

想

1-
_.

(

岩
波
新
書)

も 

，
供̂

読
ま
れ
る
ご
と
を
お
す
す
め
レ
た
い
。

(

岩
波 

■;

書
店
発
行
•,
-
:昭
和

一一
一

五

年

八

月

.

.

.
八

5'

.

.
七

九
：：

一
一
頁
， 

-*
'

、
.'
.
'五
〇
〇
5

!)

'

'

-

一—

飯

田

興
 

I

.

.

.

.

.

-

V 

*
 

*

'

.

:

.
水

荣
田

三
千
雄
著

'
.

V
'

:
.
「

人

ソ
.
.'

''『

プ

ラ

ン

ス

ー

絶

対

王

政

論』

'■
 

•
 

-

•

フ
ラ
ン
ス
革
命
は
農
民
革
命
と
し
て
、
封
建
的
土 

.

.

地
所
有
の
破
棄
の
た
め
戦
わ
れ
た
。
.
し
が
し
革
命
で 

破
棄
の
：対
象
と
な
っ
た
封
建
的
土
地
所
有
の
歷
史
的 

内
容
は
十
分
に
：解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、

こ
の
た
め
フ 

,

ラ
ソ
•

ス
革
命
の
歴
史
的
位
匮
づ
け
を
め
ぐ
フ
て
見
解 

.

が
分
れ
て
い
る
こ
：と
は
周
知
の
ど
こ
ろ
で
あ
ろ
ぅ
o 

:

従
-?

て
フ
テ
シ
ス
革
命
史
：の
研
究
で
、
絶
対
王
政
期 

^'

お
け
名
土
地
問
.

題
の
'

究

明

は

、

フ
，
ラ

v

ス

革

命

理 

解

：に
：
つ

な

が

る

問

題

と

.

し

て

、
.
重

要

な

意

味

を

持

つ
 

も
-

の
で
あ
っ
た
。
本
書
は
こ
れ
と
取
組
ん
だ
最
新
の 

.

成
果
で
あ
る
。

/

.
;

従
来

わ
が
国
：で
：は

革

命

期

を

絶

対
王
政
期
と
.•の
関

"

七

七

C

八

八

九)

、


